
め
ま
す
。
ま
た
、
鄧
小
平
は
、
一
九
七
六（
昭
和
五
一
）年
四
月
五

日
に
生
じ
た「
第
一
次
天
安
門
事
件
」で
、
反
革
命
の
汚
名
を
着
せ

ら
れ
て
失
脚
し
た
恐
怖
感
か
ら
、
一
九
八
九（
平
成
元
）年
六
月
四

日
に
起
き
た「
第
二
次
天
安
門
事
件
」で
は
、
人
民
解
放
軍
を
動
員

し
て
、
徹
底
的
な
弾
圧
を
人
民
に
加
え
、
権
力
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
革
命
第
一
世
代
の
指
導
者
た
ち
は
、
自
ら
の
生
命
を
賭と

し
て
、
流
血
の
中
で
革
命
を
指
導
し
た
結
果
、
権
力
の
座
を
掴つ

か

ん

だ
人
々
で
す
か
ら
、
そ
の
権
力
維
持
も
死
に
も
の
狂
い
に
な
り
ま

す
。
何な

ん
び
と人

た
り
と
も
自
ら
の
権
力
の
座
を
譲
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
毛
沢
東
し
か
り
、
鄧
小
平
し
か
り
で
し
た
。

　

江こ
う
た
く
み
ん

沢
民
は
支
那
事
変
当
時
は
、
汪お

う

兆ち
ょ
う
め
い銘

政
権
の
保
護
の
下
で
、

抗
日
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
も
な
く
、
比
較
的
に
穏
や
か
な
学
生

生
活
を
送
っ
た
人
で
す
。
そ
の
た
め
彼
は
、
理
想
を
戴い

た
だ

く
戦
闘
的

な
革
命
家
で
は
な
く
、
む
し
ろ
技
術
者
と
し
て
経
済
開
放
に
務
め

＜

第
三
章＞

歴
史
的
再
考
察
か
ら
見
え
る
歪
ん
だ
世
界
秩
序

　
―
―
変
化
し
続
け
る
中
国
共
産
党
と

中
国
民
主
化
運
動
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
国
共
産
党
は
創
立
百
年
の
間
で
、
絶
え
ず
変
化
を
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

毛
沢
東
か
ら
鄧と

う

小し
ょ
う
へ
い平

ま
で
の
中
国
共
産
党
の
指
導
者
は
、
革
命

第
一
世
代
、
即
ち
自
ら
が
、
中
国
共
産
党
の
創
立
に
関
わ
り
、
長

征
か
ら
延
安
時
代
、
さ
ら
に
抗
日
戦
争
か
ら
国
共
内
戦
を
指
揮
し
て
、

夥お
び
た
だし

い
人
々
の
犠
牲
と
流
血
を
重
ね
た
結
果
、
そ
の
代
償
と
し
て

中
国
共
産
党
政
権
を
成
立
さ
せ
、
権
力
の
座
に
就つ

い
た
人
々
で
し
た
。

毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
を
発
動
さ
せ
、
絶
対
的
な
権
力
維
持
に
努

● 

第
17
回

た
現
実
主
義
者
で
し
た
。

　

胡こ

錦き
ん
と
う濤

や
習
近
平
に
な
る
と
、
文
化
大
革
命
を
経
験
し
、
中
国

共
産
党
の
政
治
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
世
代
で
す
。
特
に
習
近
平
は
、

中
国
共
産
党
の
政
治
闘
争
に
よ
っ
て
、
辛し

ん
さ
ん酸

を
嘗な

め
続
け
た
人
で

す
。

　

こ
う
し
た
世
代
の
人
は
、
政
治
闘
争
に
よ
っ
て
、
反
革
命
と
さ

れ
て
失
脚
す
る
恐
怖
心
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
心
の
底
で
は
、
民
主
的
な
改
革
に
つ
い
て
理
解
が
あ
る
半
面
、

民
主
的
な
改
革
に
よ
っ
て
自
ら
が
失
脚
す
る
恐
怖
心
も
強
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
集
中
的
な
権
力
維
持
に
務
め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
中
国
の
民
主
化
は
、
習
近
平
自
身
が
自
ら
構
想
し
、
陣
頭

指
揮
を
執と

っ
て
行
う
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
が
、
彼
に
は

常
に
大
勢
の
政
敵
が
お
り
、
数
度
の
暗
殺
未
遂
事
件
が
起
き
て
い

る
中
で
は
、
な
か
な
か
思
い
切
っ
た
民
主
化
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、「
民
主
」、「
自
由
」、「
法
治
」を
中
国
の
夢
だ
と
す
る
習

近
平
政
権
が
、
民
主
化
勢
力
が
求
め
て
い
る
政
治
の
一
部
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
窺う

か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
―
―
海
外
で
始
ま
っ
た『
中
国
の
春
』運
動
―
―

　

中
国
の
民
主
化
運
動
を
海
外
で
最
初
に
開
始
し
た
の
は
、
カ
ナ

ダ
に
国
費
留
学
し
て
い
た
王お

う
へ
い炳

章し
ょ
うと

い
う
医
学
生
で
し
た
。
彼
は

『
中
国
の
春
』と
い
う
反
体
制
派
の
月
刊
誌
を
刊
行
し
、
そ
の
雑
誌

を
母
体
と
し
て
、
一
九
八
三（
昭
和
五
八
）年
十
二
月
、
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
、“
中
国
民
主
団
結
聯れ

ん
め
い盟

”を
結
成
し
ま
し
た
。

　

本
部
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
に
置
か
れ
、
分
部（
支
部
）が
、
日
本
を
は
じ
め
、
タ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
な
ど
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
『
中
国
の
春
』誌
は
、
中
国
共
産
党
内
部
の
情
報
や
派
閥
抗
争
、

社
会
問
題
、
機
密
の
暴
露
、
民
主
化
の
た
め
の
理
論
な
ど
の
内
容

が
満
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
い
当
時
と
し
て
、

『
中
国
の
春
』誌
は
画
期
的
な
中
国
情
報
誌
で
し
た
。

　

中
華
人
民
共
和
国
は
、“
竹
の
カ
ー
テ
ン
”に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ

た
国
で
、
そ
の
実
態
は
今
日
以
上
に
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

中
国
人
民
自
身
も
、
ま
た
中
国
共
産
党
員
自
身
で
さ
え
、
自
国
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。『
中
国
の
春
』誌
は
、

秘
密
で
中
国
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
て
、
そ
れ
は
燎

り
ょ
う

原げ
ん

の
火
の
如
く

地
下
で
拡
散
し
ま
し
た
。『
中
国
の
春
』誌
を
読
ん
だ
中
国
人
民
は
、

同
誌
に
よ
っ
て
、
中
国
共
産
党
の
内
部
実
態
と
矛
盾
を
知
り
、
ま
た
、

中
国
の
民
主
化
に
つ
い
て
啓け

い
も
う蒙

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
孫
文
を
盟
主
に
戴
い
た
中
華
革
命
組
織
、「
中
国
同
盟
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会
」は
、
機
関
誌
と
し
て『
民
報
』誌
を
発
行
、
そ
れ
が
大
陸
に
持
ち

込
ま
れ
て
、
中
華
革
命
の
た
め
の
啓
蒙
と
理
論
構
築
、
そ
れ
に
革

命
の
機
運
を
高
揚
し
ま
し
た
。『
中
国
の
春
』誌
の
発
行
は
、
そ
の

故
事
に
倣な

ら

っ
た
も
の
で
あ
り
、『
中
国
之
春
』と
い
う
題
字
は
、
孫

文
の
筆
跡
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
八
三（
昭
和
五
八
）年
十
二
月
、“
中
国
民
主
団
結
聯
盟（
中

国
民
聯
）”の
結
成
に
よ
っ
て
、『
中
国
の
春
』誌
は
、
正
式
に
中
国

民
聯
の
機
関
誌
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
民
聯
は
綱
領
に
お
い
て
、
中
国
共
産
党
が
堅け

ん

持じ

す
る
、「
社

会
主
義
の
道
」「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」「
共
産
党
に
よ
る
指
導
」「
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
」と
い
う
、“
四
つ
の
原

則
”の
取
り
消
し
を
明
言
し
、
中
国
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
統
治

を
否
定
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
民
主
」、「
人
権
」、「
自
由
」、

「
法
治
」の
四
つ
を
中
国
共
産
党
に
要
求
し
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
私
は
、
当
時
知
り
合
っ
て
友
人
と
な
っ
た
、
東
京
大

学
に
国
費
留
学
し
て
い
た
中
国
人
の
縁
に
よ
っ
て
、
こ
の
中
国
民

聯
の
結
成
大
会
に
日
本
人
と
し
て
唯
一
の
来ら

い
ひ
ん賓

と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
そ
し
て
中
国
民
聯
の
創
立
委
員
の
一
人
に
な
っ
て
活
動
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、『
中
国
の
春
』誌
の
香
港
か
ら
の
輸
入
元
と
な
っ
て
、
同

誌
の
日
本
国
内
で
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
中
国
民
聯

の
活
動
を
中
国
人
に
扮ふ

ん

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
中
国
民
聯
は
完
全
な
秘
密
結
社
で
し
た
。
何な

ぜ故
な
ら
ば
、

中
国
か
ら
の
国
費
留
学
生
中
心
だ
っ
た
同
組
織
は
、
中
国
共
産
党

政
府
か
ら
は
、
中
国
国
民
党
の
特
務
機
関
が
後
ろ
盾
と
な
り
、
中

国
共
産
党
政
府
の
転て

ん
ぷ
く覆

を
謀は

か

る
危
険
な
組
織
だ
と
認
定
さ
れ
た
た

め
、
中
国
民
聯
に
関
係
し
た
本
人
や
そ
の
家
族
が
、
中
国
共
産
党

の
特
務
機
関
に
生
命
を
狙
わ
れ
た
り
、
中
国
の
公
安
当
局
に
逮
捕

さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
中
国
共
産
党
の
情
報
機
関
員
の
潜
入
を
防
ぎ
、
組
織
防
衛

を
計
る
た
め
に
、
中
国
民
聯
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
同
に
会
す
る
こ

と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
と
個
別
で
会
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
当
時
、
中
国
民
聯
に
参
加
し
た
中
国

人
に
代
わ
っ
て
、
私
が
中
国
人
に
身
分
を
偽
装
し
た
上
、
日
本
人

の
友
人
を
募
っ
て
、
中
国
大
使
館
前
な
ど
で
抗
議
活
動
な
ど
を
繰

り
返
し
行
い
ま
し
た
。

―
―『
中
国
の
春
』誌
の
主
張
と
中
国
民
聯
の
影
響
―
―

　
『
中
国
の
春
』
誌
の
主
張
と
中
国
民
聯
の
当
時
の
活
動
は
、

一
九
七
六（
昭
和
五
一
）年
四
月
五
日
に
北
京
で
生
じ
た
、“
第
一

次
天
安
門
事
件
”を「
平
反
四
・
五
運
動
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

「
反
革
命
」と
さ
れ
た
同
事
件
の
名
誉
回
復
を
、
中
共
政
府
に
訴
え

て
い
ま
し
た
。

　

第
一
次
天
安
門
事
件
を
契
機
に
中
国
で
は
、
一
九
七
八（
昭
和

五
三
）年
秋
か
ら
翌
年
三
月
二
九
日
ま
で
民
主
化
運
動
が
高
ま
り
ま

し
た
。
当
時
、
北
京
市
西せ

い
た
ん単

で
は
、
塀
に
中
国
の
民
主
化
を
訴
え

る
大
字
報（
壁
新
聞
）が
貼
り
出
さ
れ
、
そ
の
塀
は“
民
主
の
壁
”と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
民
主
の
壁
の
前
で
は
、『
四
五
論
壇
』、『
民

主
の
壁
』、『
群
衆
参
考
消
息
』、『
探
索
』、『
今
天
』と
い
っ
た
民
主

化
を
主
張
し
た
雑
誌
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
、

民
主
の
壁
運
動
に
参
加
し
た
人
民
自
身
が
、
ガ
リ
版
印
刷
で
、
地

下
出
版
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
を“
北
京
の
春
”運
動

と
言
い
ま
す
。

　

中
国
の
民
主
化
運
動
を
盛
り
上
げ
た
の
は
、
一
九
七
九（
昭
和

五
四
）年
一
月
十
八
日
か
ら
同
年
四
月
三
日
ま
で
開
か
れ
た「
理
論

工
作
務
虚
会（
理
論
会
議
）」に
お
い
て
、
中
央
政
治
局
委
員
の
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

が
、
そ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
人
々
や
文
芸
作
品
の
名

誉
回
復
を
図
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

一
方
、
中
国
共
産
党
は
、
一
九
七
八（
昭
和
五
三
）年
十
二
月

十
八
日
か
ら
同
月
二
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、「
中
国
共
産
党
第

十
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
」に
お
い
て
、
毛
沢
東
死
後
、

最
高
指
導
者
の
席
に
就
い
た
華か

国こ
く
ほ
う鋒

党
主
席
兼
首
相
が
、
中
華
人

民
共
和
国
建
国
以
来
の
中
国
共
産
党
指
導
者
た
ち
の
重
要
な
目
標

で
あ
っ
た「
工
業
、
農
業
、
国
防
、
科
学
技
術
」と
い
う“
四
つ
の
近

代
化
”の
実
現
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
唱
え
ま
し
た
。

　
『
探
索
』誌
を
編
集
、
発
行
し
て
い
た
、
北
京
動
物
園
の
電
気
技

術
者
だ
っ
た
魏ぎ

京き
ょ
う
せ
い生

は
、
こ
れ
を
捩も

じ

っ
て
、
同
誌
の
中
で
、「
四
つ

の
近
代
化
に
加
え
て
、
政
治
の
近
代
化
が
必
要
だ
」と
い
う
論
陣
を

張
り
、“
五
つ
の
近
代
化
”が
中
国
に
は
必
要
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
魏
京
生
は
、「
労
働
大
衆
が
権
力
を
握
る
こ
と
は
、
近
代

化
に
は
欠
か
せ
ず
、
中
国
共
産
党
は
保
守
派
に
支
配
さ
れ
、
人
民

は
長
く
血
を
流
す
戦
い
を
通
じ
て
、
保
守
派
を
倒
す
戦
い
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

彼
は
金
生
と
い
う
筆
名
で
、「
中
国
共
産
党
に
よ
る
三
〇
年
間
の

独
裁
と
、
自
由
も
民
主
的
で
も
な
い
現
状
を
見
つ
め
る
よ
う
」に
訴

え
ま
し
た
。
彼
は
ま
た
、
復
権
し
た
鄧
小
平
を
、「
思
想
解
放
、
実じ

事じ

求き
ゅ
う是ぜ

」を
唱
え
る
改
革
者
の
一
面
と
、
従
来
の
中
国
の
支
配
者

に
共
通
す
る
権
力
的
な
一
面
が
あ
る
」と
鋭
く
分
析
し
、「
民
主
か
、

そ
れ
と
も
新
た
な
独
裁
か
」と
い
う
壁
新
聞
を
貼
り
出
し
て
、「
鄧

小
平
が
新
た
な
独
裁
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」と
し
て
、
人
民
に

対
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
激
怒
し
た
鄧
小
平
は
、
直
ち
に
、
単
な
る“
巷ち

ま
た

の
噂
”

と
し
て
、
外
国
人
記
者
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
の
司
令
官
の
名
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前
や
中
国
軍
の
損
害
に
つ
い
て
魏
京
生
が
話
し
た
こ
と
を
捉
え

て
、
彼
を「
軍
事
情
報
漏ろ

う
え
い洩

罪
」お
よ
び「
反
革
命
煽せ

ん
ど
う動

罪
」で
逮

捕
し
、
十
五
年
の
判
決
を
下
し
て
、
獄
中
に
放
り
込
み
ま
し
た
。

一
九
七
九（
昭
和
五
四
）年
三
月
二
九
日
の
こ
と
で
す
。

　

同
日
、
北
京
市
党
委
員
会
は
、
集
会
、
デ
モ
、
壁
新
聞
の
掲
示

な
ど
を
規
制
す
る
通
告
を
発
布
す
る
と
と
も
に
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
」、「
社
会
主
義
」、「
中
国
共
産
党
に
よ
る
指
導
」、「
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
」に
反
対
す
る
壁
新
聞
の
貼
り

出
し
や
出
版
物
の
出
版
を
禁
止
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
丁
度
、
前
述
し
た「
理
論
工
作
務
虚
会
」が
開
か
れ
て
い

た
最
中
で
、
胡
耀
邦
に
よ
る
反
革
命
と
さ
れ
た
人
々
や
文
芸
作
品

の
名
誉
回
復
に
よ
っ
て
、
民
主
化
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
た
時
期
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
民
主
化
の
動
き
に
対
し
て
鄧
小
平
は
、
魏
京
生
を
逮

捕
し
、
北
京
市
党
委
員
会
の
通
告
を
出
し
た
翌
日
の
三
月
三
〇

日
、「
理
論
工
作
務
虚
会
」の
席
上
で
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、

中
国
共
産
党
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
の
政
治
路
線
で

あ
る“
四
つ
の
原
則
”、
す
な
わ
ち
、「
社
会
主
義
の
道
」、「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
」、「
共
産
党
に
よ
る
指
導
」、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
」を
堅
持
す
る
と
し
た
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

魏
京
生
の
逮
捕
と
鄧
小
平
に
よ
る「
四
つ
の
原
則
」堅
持
の
宣
言

に
よ
っ
て「
民
主
の
壁
」は
崩
壊
、「
北
京
の
春
」運
動
は
終
息
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
中
共
政
府
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
を
期
す
た

め
に
一
九
九
三（
平
成
五
）年
秋
、
獄
中
十
四
年
半
で
魏
京
生
を「
繰

り
上
げ
釈
放
」し
ま
し
た
が
、
彼
は
積
極
的
に
一
九
八
九（
平
成
元
）

年
六
月
四
日
に
生
じ
た“
第
二
次
天
安
門
事
件
”や
人
権
問
題
な
ど

で
、
外
国
要
人
と
の
会
見
や
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
中
共

政
府
を
批
判
し
た
た
め
、
再
度
、
魏
京
生
は
中
国
共
産
党
か
ら
睨に

ら

ま
れ
ま
す
。
一
九
九
四（
平
成
六
）年
四
月
に
彼
は
逮
捕
さ
れ
、
翌

年
十
二
月
に
、「
政
府
転
覆
陰
謀
罪
」に
よ
っ
て
、
懲
役
十
四
年
の

判
決
を
受
け
て
、
魏
京
生
は
下げ

獄ご
く

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
の
人
権
団
体

や
政
治
家
か
ら
、
国
際
的
に
魏
京
生
の
釈
放
要
求
の
運
動
が
高

ま
っ
た
た
め
、
中
共
政
府
は
、
一
九
九
七（
平
成
九
）年
十
一
月

十
六
日
に
病
気
療
養
を
名
目
に
魏
京
生
を
仮
釈
放
し
、
病
気
治
療

の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
入
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
共
政
府
に
よ
る

魏
京
生
に
対
す
る
事
実
上
の
国
外
追
放
処
分
で
し
た
。

　

通
算
、
十
八
年
間
も
獄
中
で
過
ご
し
た
魏
京
生
は
、「
良
心
の
囚

人
」と
称
さ
れ
、「
民
主
闘
士
」と
し
て
、
中
国
民
主
化
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
中
国
の
春
』誌
と
中
国
民
聯
は
、
当
初
か
ら
魏
京
生
の
釈
放
要

求
運
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
魏
京
生
が
入
獄
し
て
い
た

の
と
同
じ
時
期
に
、
徐じ

ょ

文ぶ
ん
り
つ立

と
王お

う

希き

哲て
つ

が
政
治
犯
と
し
て
獄
中
に

在
り
ま
し
た
。

　

北
京
の
春
で
は『
四
五
論
壇
』を
発
行
し
て
い
た
彼
ら
は
、一
九
八
〇

（
昭
和
五
五
）年
、
中
国
共
産
党
に
反
対
す
る
党
の
建
党
を
準
備
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、「
組
織
反
革
命
集
団
罪
」に
問
わ
れ
た
の
で
す
。

徐
文
立
が
十
五
年
、
王
希
哲
が
十
四
年
と
い
う
長
期
刑
で
し
た
。

　
『
中
国
の
春
』誌
と
中
国
民
聯
は
、
魏
京
生
の
釈
放
運
動
に
併
せ
て
、

徐
文
立
と
王
希
哲
の
釈
放
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
顔
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
眼
の
部
分
だ
け
穴
を
開

け
た
ス
ー
パ
ー
の
紙
袋
を
被か

ぶ

り
、
中
国
共
産
党
政
府
を
批
判
す
る

ビ
ラ
を
撒ま

き
、
中
国
大
使
館
の
前
に
魏
京
生
、
徐
文
立
、
王
希
哲

の
即
時
釈
放
を
求
め
る
横
断
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
中
国

の
春
』誌
を
大
使
館
員
に
配
っ
て
、
中
国
共
産
党
の
脱
党
と
亡
命
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
中
国
大
使
館
の
中
か
ら
は
、
教
育
部
担
当
で
、

留
学
生
を
監
視
す
る
二
等
書
記
官
の
王お

う

行ぎ
ょ
う虎こ

と
い
う
人
物
が
出
て

来
て
、
盛
ん
に
私
た
ち
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
警
視
庁
公
安
部
外
事
二
課
の
私
服
警
官
、
法
務
省
公

安
調
査
庁
や
内
閣
調
査
室
、
陸
上
自
衛
隊
調
査
隊
、
外
務
省
の
職

員
も
現
場
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
台
湾
や
ア
メ
リ
カ
の
情
報
機
関

員
ら
し
い
怪
し
い
人
影
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
一
同
に
私
た
ち

の
写
真
を
撮
影
し
た
か
と
思
う
と
、
今
度
は
お
互
い
の
写
真
を
撮

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
中
国
大
使
館
前
は
ス
パ
イ
合
戦
の

よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

活
動
が
終
了
し
て
、
私
た
ち
は
現
場
を
離
脱
す
る
に
あ
た
り
、

中
国
大
使
館
に
よ
る
尾
行
や
拉ら

ち致
、
監
禁
を
恐
れ
、
ま
た
日
本
の

治
安
機
関
を
は
じ
め
、
各
国
の
情
報
機
関
員
に
よ
る
行
動
確
認
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
、
電
車
に
飛
び
乗
り
、
飛
び
降
り
、
そ
し
て
乗

り
換
え
を
繰
り
返
し
て
帰き

と途
に
着
き
ま
し
た
。
当
時
は
い
つ
暗
殺

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
八
六（
昭
和
六
一
）年
十
二
月
、“
八
六
学
潮
”

と
言
わ
れ
る
民
主
化
を
求
め
る
学
生
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。『
中

国
の
春
』誌
と
中
国
民
聯
は
、
こ
の“
八
六
学
潮
”に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

同
年
五
月
、
当
時
、
総
書
記
で
あ
っ
た
胡
耀
邦
は
、
政
治
改
革

を
推
進
し
、「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴（
双
百
）」を
提
唱
し
て
、
言

論
の
自
由
化
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
六
月
に
は
、「
共
産
党
と
政

府
の
分
離
」、「
行
政
効
率
の
向
上
」、「
官
僚
主
義
の
弊
害
排
除
」、

「
経
済
制
度
の
さ
ら
な
る
改
革
」を
目
指
し
た
政
治
体
制
改
革
を
鄧

小
平
が
提
唱
し
ま
し
た
。
中
国
共
産
党
の「
四
つ
の
基
本
原
則
」を

堅
持
す
る
鄧
小
平
が
言
う
政
治
改
革
と
は
、
あ
く
ま
で
も
行
政
の

効
率
化
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
学
生
や
知
識
人
た
ち
は
、
政
治
改
革
に
伴
う
民
主
化

の
推
進
を
求
め
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
政
治
的
な
動
向
を
受
け

て
、
同
年
十
一
月
頃
か
ら
中
国
科
学
技
術
大
学
で
は
、
地
元
の
安

徽
省
合
肥
市
で
近
く
開
か
れ
る
西
市
区
の
人
民
代
表
選
挙
を
批
判

す
る
壁
新
聞
や
ビ
ラ
が
張
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
自
薦
の
候
補
者
を
選
挙
に
送
り
込
も
う
」と
呼
び
か
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、“
中
国
の
サ
ハ
ロ
フ
”と
呼
ば
れ
た
、
中
国
の
反
体

制
派
の
天
文
学
者
の
方ほ

う
れ
い励

之し

が
、
第
一
副
校
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

同
年
十
一
月
に
方
励
之
は
、
上
海
市
の
同ど

う
さ
い済

大
学
の
大
学
院
生

だ
っ
た
陳ち

ん

破は

空く
う

の
招
き
に
応
じ
て
、
同
大
学
で
講
演
を
し
、
一
万

人
以
上
の
聴
衆
を
前
に
、
共
産
党
に
よ
る
中
国
統
治
を
徹
底
的
に

批
判
し
、
社
会
主
義
は
失
敗
だ
っ
た
と
、
訴
え
ま
し
た
。
同
年

十
二
月
四
日
、
中
国
科
学
技
術
大
学
で
講
演
し
た
方
励
之
は
、「
民

主
主
義
は
上
か
ら
下
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
掴つ

か

み

取
る
も
の
だ
」と
、
学
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

中
国
科
学
技
術
大
学
の
学
生
は
、
す
ぐ
に
反
応
。
翌
日
に
四
千

人
余
り
に
よ
る
街
頭
デ
モ
を
実
行
し
、
候
補
者
を
選
ぶ
権
利
や
政

治
的
発
言
権
を
求
め
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

デ
モ
は
た
ち
ま
ち
北
京
、
上
海
な
ど
全
国
に
波
及
し
ま
し
た
。

　

方
励
之
を
は
じ
め
、『
人
民
日
報
』の
記
者
で
、『
第
二
の
忠
誠
』の

著
者
劉

り
ゅ
う

賓ひ
ん

雁が
ん

、
作
家
の
王お

う

若じ
ゃ
く
ぼ
う望

ら
の
中
共
党
員
知
識
人
が
、
学
生

デ
モ
を
積
極
的
に
支
持
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も『
中
国
の

春
』誌
に
執
筆
し
、
中
国
民
聯
と
何
か
し
ら
の
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
三
〇
日
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
鄧
小
平
は
、
胡
耀

邦
を
は
じ
め
、
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

、
万ば

ん

里り

、
李り

鵬ほ
う

ら
を
集
め
て
学
生
デ
モ
に

対
す
る
怒
り
を
爆
発
さ
せ
ま
し
た
。

　

一
九
八
七（
昭
和
六
二
）年
一
月
十
六
日
、“
八
六
学
潮
”の
煽あ

お

り

を
受
け
て
、
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
、
学
生
に
同
情
的
で
あ
っ

た
胡
耀
邦
は
、
総
書
記
を
解
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に“
八
六
学
潮
”

は
、
一
九
八
九（
平
成
元
）年
六
月
四
日
に
生
じ
た
、“
六
・
四
事
件
”

す
な
わ
ち“
第
二
次
天
安
門
事
件（
六
・
四
事
件
）”の
前
哨
戦
と
な
っ

た
の
で
す
。

　
“
八
六
学
潮
”で
中
国
民
主
化
運
動
に
火
を
着
け
た『
中
国
の
春
』

誌
と
中
国
民
聯
は
、
胡
耀
邦
の
死
去
に
至
る
ま
で
の
三
年
間
、
そ

の
炎
を
煽
り
続
け
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
中
国
は“
六
・
四
事

件
”と
い
う
形
に
よ
っ
て
、
民
主
化
運
動
が
大
爆
発
を
し
た
の
で
す
。

第
二
次
天
安
門
事
件
は
、
中
国
共
産
党
内
部
か
ら
生
じ
た
、
中
国

人
自
身
に
よ
る
自
主
的
な
革
命
運
動
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
直

訳
式
の
民
主
主
義
の
押
し
付
け
に
よ
る
民
主
化
運
動
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
、
六
・
四
事
件
の
後
に
中
国
に
お
け
る
独
占

的
な
市
場
と
利
権
を
得
る
た
め
に
、
中
国
民
主
化
運
動
を
支
援
と

い
う
形
で
介
入
し
、
中
国
に
人
権
問
題
を
理
由
に
揺
さ
ぶ
り
と
圧

力
を
か
け
は
じ
め
、
今
日
に
到い

た

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
中

国
民
主
化
運
動
も
初
期
の『
中
国
の
春
』誌
と
中
国
民
聯
の
活
動
と

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
『
中
国
の
春
』誌
と
中
国
民
聯
、
そ
し
て
中
国
の
民
主
化
運
動
自

身
が
ア
メ
リ
カ
の
介
入
に
よ
っ
て
、
六
・
四
事
件
を
境
に
組
織
の
分

裂
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

中
国
の
民
主
化
の
実
現
は
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
な
ど
に
よ
る
外

部
か
ら
で
は
な
く
、
中
国
共
産
党
内
部
か
ら
の
改
革
に
よ
っ
て
、

初
め
て
実
現
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　

孫
文
時
代
の
中
華
革
命
運
動
は
、
清
朝
、
す
な
わ
ち
満
洲
族
に

対
す
る
漢
民
族
の
民
族
革
命
、「
滅
満
興
漢
」で
し
た
が
、
中
国
民

主
化
運
動
は
民
族
革
命
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
中
国
国
内
の
政

治
的
変
革
で
す
。
そ
こ
が
孫
文
の
中
華
革
命
と
今
日
の
民
主
化
革

命
が
大
き
く
異
な
る
点
で
す
。

　

一
九
九
一（
平
成
三
）年
十
二
月
に
ソ
連
が
崩
壊
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
ソ
連
共
産
党
内
部
の
改
革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
革
命

で
し
た
。
従
っ
て
、
今
日
の
ロ
シ
ア
の
権
力
中

ち
ゅ
う

枢す
う

は
、
か
つ
て
ソ

連
共
産
党
員
と
し
て
政
治
的
に
活
動
し
た
人
々
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
ロ
シ
ア
革
命
と
ソ
連
崩
壊
に
よ
る
革
命

と
は
大
き
な
違
い
で
す
。
中
国
の
民
主
化
は
ま
さ
に
、
ソ
連
崩
壊

と
同
じ
よ
う
な
軌
跡
で
な
け
れ
ば
、
実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
の
介
入
に
よ
っ
て
中
国
共
産
党
政
権
が
倒
れ
、
ア
メ

リ
カ
式
の
民
主
主
義
を
中
国
に
押
し
付
け
た
場
合
に
は
、
中
国
は

大
混
乱
と
な
り
、
結
果
と
し
て
人
民
に
不
幸
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
の
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
イ
ラ
ク
や
リ
ビ
ア
な
ど

の
例
を
見
て
も
一い

ち
も
く目

瞭り
ょ
う
ぜ
ん然

で
す
。
ア
メ
リ
カ
主
導
に
よ
る
中
国
民

主
化
と
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
南
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
運
動
は
、

大
変
に
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
警
戒

す
べ
き
で
す
。

　

中
国
の
民
主
化
や
民
族
独
立
問
題
は
、
断
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

中
国
人
民
と
各
民
族
の
自
主
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。

田
中 

健
之
（
た
な
か
・
た
け
ゆ
き
）

歴
史
作
家
・
維
新
運
動
家
。
昭
和
38
年
11
月
５
日
生
ま
れ
。
福
岡
市
出
身
。

玄
洋
社
初
代
社
長
平
岡
浩
太
郎
の
直
系
の
曾
孫
で
、
黒
龍
會
を
創
立
し
た
内

田
良
平
の
血
脈
道
統
を
継
承
す
る
親
族
。
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
近
現

代
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
及
び
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学
外
国
語
学
部
客
員
研
究
員
。

日
露
善
隣
協
會
々
長
、
2
0
0
8
年
に
黒
龍
會
を
再
興
し
会
長
に
就
任
。

主
な
著
書
に『
靖
国
に
祀
ら
れ
ざ
る
人
々
』、『
昭
和
維
新
』、『
北
朝
鮮
の
終

幕
』、『
実
は
日
本
人
が
大
好
き
な
ロ
シ
ア
人
』『
横
浜
中
華
街
』な
ど
。『
中
央

公
論
』『
正
論
』、『
歴
史
群
像
』な
ど
の
論
壇
誌
に
多
数
執
筆
。
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